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病原大腸菌血清型についてのご案内 

 

 
謹啓   時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く 

お礼申し上げます。  

さて、下記の項目におきまして、試薬メーカーより特異性が向上した製品がすでに流通しているとの報告があ

りましたのでご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。  

謹白 

 

 

記 

 

 

《 対 象 項 目 》 

総  合 
検査案内 

検 査 
コード 検査項目名称 備 考 

P.106 3492 

未掲載 
3760 

（集検用） 

病原大腸菌血清型 

P.106 4469 

未掲載 
3575 

（集検用） 

腸管出血性大腸菌 

下記の「試薬使用開始日」以前に左記項
目の依頼があり、結果（菌名）を「E.coli
Ｏ74」と報告していたものの中に、実際
には「E.coli Ｏ2」である場合が含まれ
ておりました。（類縁凝集※を回避した免
疫血清の試用につきましては下記の《試
薬使用開始日》をご参照ください） 

※類縁凝集 ⇒本来、免疫血清 O74 に反応するのは E.coli Ｏ74 のみとなりますが、O 抗原が構造的 
に類似している場合、E.coli Ｏ74 以外の大腸菌でも免疫血清 O74 に反応してしまう 
ことを言います。 

《 補  足 》 

平成 23 年 3 月頃まで供給されていました病原大腸菌免疫血清「生研」O74 は本来 E.coli O74 のみに

反応しなければならないものですが、試薬性能の限界により E.coli O2 とも反応することが判明しました。

現在までに E.coli O74 と報告されたものの中には E.coli O2 が含まれている可能性が考えられます。 

試薬メーカーよりこのような類縁凝集を回避した試薬が平成 23 年 4 月以降すでに供給されているとの

報告を受け今回のご案内となりました（詳細は添付文書「病原大腸菌免疫血清「生研」 O74 免疫血清特異

性向上のご案内」参照）。しかしながら添付文書に記載がございます「O2 群鑑別用の免疫血清」は現在市

販されておりません。 

《試薬使用開始日》 

類縁凝集を回避した免疫血清の使用につきましては次の通りです。（報告日はご依頼項目により若干前
後いたしますことをご了承下さい） 

   平成 23 年 5 月 15 日報告分より使用 
  （集検用  平成 23 年 4 月 28 日報告分より使用） 






